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第
八
回
滴
翠
苑
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
大
会

　

養
護
老
人
ホ
ー
ム
滴
翠
苑
が
主
催
す
る
今

年
の
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
大
会
は
、
六
月
十

三
日
滴
翠
苑
集
会
室
で
催
さ
れ
ま
し
た
。
慈

翠
舘
・
明
翠
苑
・
華
翠
会
舘
の
皆
さ
ん
も
参

加
さ
れ
、
日
頃
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の

成
果
を
競
い
ま
し
た
。

　

今
年
は
何
と
、
車
イ
ス
で
参
加
さ
れ
た
方

の
一
人
が
、
御
自
分
の
参
加
す
る
競
技
に
出

ら
れ
る
際
に
『
歩
い
て
い
く
』
と
言
わ
れ
て
、

わ
ず
か
数
メ
ー
ト
ル
の
距
離
で
は
あ
り
ま
し

た
が
、
職
員
の
見
守
る
な
か
を
歩
か
れ
て
い

た
こ
と
に
と
て
も
驚
き
ま
し
た
。

　

他
の
方
の
中
に
も
、
日
常
生
活
で
常
に
支

援
を
必
要
と
す
る
方
が
、
輪
投
げ
で
高
得
点

を
上
げ
て
表
彰
さ
れ
た
り
、
潜
在
能
力
を
発

揮
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
し
た
。

　

一
人
で
も
多
く
の
方
と
驚
き
や
喜
び
を
分

か
ち
合
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
今
後
も

創
意
工
夫
し
た
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
大
会
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。
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総
合
防
災
訓
練

　

六
月
六
日
、
消
防
署
と
防
災
業
者
立
会
い

の
も
と
、
夜
間
に
調
理
室
よ
り
火
災
発
生
を

想
定
し
、
総
合
防
災
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
雨
天
の
た
め
、
苑
庭
で
の
消
火
訓

練
は
中
止
と
し
、
消
防
署
へ
の
通
報
訓
練
と

一
階
ロ
ビ
ー
へ
の
避
難
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

警
報
ブ
ザ
ー
の
作
動
よ
り
避
難
訓
練
終
了
ま

で
の
所
用
時
間
は
六
分
四
十
九
秒
で
し
た
。

　

又
、
職
員
を
対
象
に
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ
型
強

化
液
消
火
設
備
の
取
り
扱
い
方
の
説
明
を
防

災
業
者
か
ら
受
け
ま
し
た
。

　

訓
練
後
の
消
防
署
の
総
評
の
中
で
、
次
の

様
な
重
要
事
項
に
つ
い
て
お
話
し
が
あ
り
ま

し
た
。

・
火
事
で
あ
る
事
を
気
づ
い
た
人
が
早
く
回

　

り
に
知
ら
せ
る
。

・
火
元
が
小
さ
い
内
に
初
期
消
火
に
努
め
る
。

・
安
全
に
避
難
す
る
。

　

※
煙
が
充
満
し
て
い
て
見
え
な
い
、
又
煙

　
　
（
有
害
ガ
ス
）を
吸
わ
な
い
様
、
マ
ス
ク

　
　

手
ぬ
ぐ
い
等
で
鼻
・
口
を
お
お
う
。

　

※
夜
間
の
場
合
、
ラ
イ
ト
で
自
分
の
位
置

　
　

を
知
ら
せ
る
。

　

※
早
く
外
に
出
る
。
一
度
避
難
し
た
ら
戻

　
　

ら
な
い
。

　

こ
れ
ら
の
事
を
頭
に
入
れ
、
今
後
も
避
難

訓
練
を
実
行
し
、
い
ざ
と
い
う
時
に
備
え
て

お
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

養
護
老
人
ホ
ー
ム

滴て
き

翠す
い

苑え
ん

だ
よ
り

か
す
み
が
う
ら
市
横
堀
四
五
一―

五

Ｔ
Ｅ
Ｌ　
〇
二
九
九―

五
九―

三
六
三
一避 　 難 　 訓 　 練
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�
七
月
の
行
事

　

七
夕
ま
つ
り　
　
　
　
　

七
月　
　

三
日

　

出
張
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ　
　

七
月　

十
七
日

　

歩
け
歩
け
大
会　
　
　
　

七
月
二
十
四
日

　

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
大
会

　

六
月
十
三
日
、
慈
翠
舘
・
明
翠
苑
・
華
翠

会
舘
の
利
用
者
の
皆
さ
ん
を
招
待
し
て
、
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

例
年
、
六
種
目
の
競
技
で
行
わ
れ
て
き
ま

し
た
が
、
利
用
者
の
体
力
・
能
力
に
合
わ
せ

て
今
年
は
、
釣
り
っ
子
ゲ
ー
ム
・
距
離
別
輪

投
げ
・
ス
カ
ッ
ト
ボ
ウ
リ
ン
グ
・
だ
る
ま
落

し
・
玉
入
れ
ゲ
ー
ム
の
五
種
目
に
変
更
し
ま

し
た
。
一
競
技
、
約
二
十
分
か
ら
三
十
分
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

五
種
目
の
総
合
ト
ー
タ
ル
得
点
で
優
勝
二

班
・
準
優
勝
一
班
・
三
位
三
班
と
滴
翠
苑
が

独
占
し
、
ま
さ
か
の
結
果
に
利
用
者
の
皆
さ

ん
も
職
員
も
驚
き
の
声
を
あ
げ
ま
し
た
。

　

競
技
中
は
、
笑
い
声
や
歓
声
も
聞
か
れ
、

皆
さ
ん
楽
し
ま
れ
て
い
る
様
子
で
し
た
。
普

段
の
生
活
で
は
見
ら
れ
な
い
積
極
的
な
面
も

見
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
後
、
毎
週
行
わ
れ
る
リ
ハ
ビ
リ
の
時
間

に
も
競
技
性
の
あ
る
も
の
を
取
り
入
れ
て
行

き
た
い
と
思
う
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
大
会
で

し
た
。

　

新
治
商
工
会
婦
人
部
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

今
年
も
十
五
名
の
方
が
来
苑
さ
れ
、
歌
や

舞
踊
を
披
露
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

歌
は
昭
和
歌
謡
を
中
心
に
、
オ
ル
ガ
ン
の

演
奏
・
歌
謡
舞
踊
・
フ
ラ
ダ
ン
ス
な
ど
全
部

で
十
四
演
目
の
発
表
で
し
た
。

　

そ
の
中
で
も
、
オ
ル
ガ
ン
演
奏
で
は
利
用

者
か
ら「
ふ
る
さ
と
」「
潮
来
花
嫁
さ
ん
」「
十

三
夜
」
等
の
リ
ク
エ
ス
ト
が
あ
り
、
大
き
な

声
で
合
唱
す
る
姿
が
印
象
に
残
り
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
か
ら
は
、
終
始
惜
し
み
な
い
拍
手

が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　
「
す
ご
く
良
か
っ
た
、
来
年
も
ま
た
来
て

ほ
し
い
」
と
の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

新 治 商 工 会 婦 人 部 の 皆 さ ん
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大
洗
方
面
宿
泊
旅
行

　

五
月
二
十
八
日
、
二
十
九
日
と
大
洗
方
面

宿
泊
旅
行
に
行
き
ま
し
た
。

　

一
日
目
は
日
立
か
み
ね
動
物
公
園
に
行
き
、

猿
や
象
・
キ
リ
ン
な
ど
の
動
物
を
間
近
で
見

る
事
が
出
来
、
そ
の
迫
力
に
皆
さ
ん
と
て
も

興
奮
し
て
い
ま
し
た
。
又
、
た
く
さ
ん
歩
い

て
体
を
動
か
し
た
後
は
昼
食
で
す
。
昼
食
は

天
丼
で
、
器
に
は
三
十
セ
ン
チ
位
の
海
老
の

天
ぷ
ら
が
載
っ
て
い
ま
し
た
。「
満
足
だ
、

お
腹
い
っ
ぱ
い
だ
。」
と
嬉
し
そ
う
に
話
し

て
い
る
方
も
い
ま
し
た
。

　

夜
の
宴
会
で
は
、
海
の
幸
を
お
い
し
く
い

た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
後
の
カ
ラ
オ
ケ
で
は

普
段
歌
わ
な
い
方
も
歌
っ
て
い
て
、
楽
し
い

時
間
を
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。

　

二
日
目
は
ア
ク
ア
ワ
ー
ル
ド
茨
城
県
大
洗

水
族
館
へ
行
き
、
イ
ル
カ
シ
ョ
ー
の
ダ
イ
ナ

ミ
ッ
ク
な
ジ
ャ
ン
プ
に
皆
さ
ん
歓
声
を
上
げ

て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
二
日
間
を
通
し
て
普
段
の
生
活
で
は

な
か
な
か
見
ら
れ
な
い
笑
顔
を
沢
山
見
る
事

が
出
来
ま
し
た
。

　

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
ケ
ア
研
修

ケ
ア
ワ
ー
カ
ー　

大
内　

美
帆　

　

人
は
気
分
が
落
ち
込
み
、
ス
ト
レ
ス
が
過

度
に
か
か
っ
て
い
る
状
態
が
続
く
と
、
う
つ

状
態
に
な
っ
て
し
ま
う
可
能
性
が
あ
る
と
の

事
で
し
た
。

　

う
つ
病
の
特
徴
は
、
一
般
的
に
午
前
中
に

気
分
が
悪
く
な
り
、
中
高
年
層
に
多
く
見
ら

れ
ま
し
た
が
、
近
年
は
、
新
型
う
つ
病
が
注

目
さ
れ
て
お
り
、
症
状
と
し
て
は
夜
に
気
分

が
悪
く
な
り
、
若
い
世
代
に
多
く
な
っ
て
い

る
そ
う
で
す
。

　

ス
ト
レ
ス
へ
の
対
処
法
と
し
て
は
、
上
を

向
い
て
背
伸
び
を
し
、
笑
顔
を
つ
く
っ
た
り

ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
を
聴
く
事
な
ど
が
有
効
で

す
。

　

又
、
職
場
で
は
、
心
の
健
康
問
題
を
未
然

に
防
止
・
早
期
発
見
・
早
期
対
応
す
る
事
が

必
要
だ
と
の
事
で
し
た
。
欠
勤
や
遅
刻
、
ミ

ス
の
増
加
は
メ
ン
タ
ル
サ
イ
ン
の
一
つ
と
い

う
事
で
す
。
う
つ
病
を
防
ぐ
為
に
も
日
頃
の

挨
拶
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
大
切
に
し

な
が
ら
、
仕
事
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

救
護
施
設

慈じ

翠す
い

舘か
ん

だ
よ
り

石
岡
市
半
の
木
一
一
四
六
一

Ｔ
Ｅ
Ｌ　
〇
二
九
九―

二
四―

二
八
七
一か み ね 動 物 公 園 に て
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�
職
員
研
修
・
会
議

　

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
ケ
ア
研
修

　
　
　
　
　
　

六
月
二
十
三
日
・
二
十
四
日

　

�
七
月
の
行
事

　

日
帰
り
旅
行
（
御
前
山
）
七
月　
　

二
日

　

七
夕　
　
　
　
　
　
　
　

七
月　
　

七
日

　

夏
ま
つ
り　
　
　
　
　
　

七
月　

十
二
日

　

日
帰
り
旅
行
（
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
ふ
れ
あ
い
の
里
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

七
月　

十
五
日

　

感
謝
祭　
　
　
　
　
　
　

七
月
二
十
三
日

　

歌
ク
ラ
ブ
外
出

　

六
月
に
歌
ク
ラ
ブ
二
十
四
名
の
方
が
、
四

班
に
分
か
れ
て
カ
ラ
オ
ケ
外
出
し
ま
し
た
。

　

久
し
ぶ
り
の
カ
ラ
オ
ケ
外
出
で
、
選
曲
の

方
法
も
新
し
く
、「
簡
単
で
探
し
や
す
い
。」

と
驚
い
て
い
る
方
も
い
ま
し
た
。
歌
い
た
い

曲
を
次
々
と
入
力
し
、
自
分
の
番
が
回
っ
て

く
る
と
大
き
な
声
で
気
持
ち
良
さ
そ
う
に
歌

い
、
他
の
方
が
歌
っ
て
い
る
時
は
手
拍
子
で

場
を
盛
り
上
げ
て
い
ま
し
た
。

　

楽
し
い
二
時
間
は
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ

て
、
一
人
四
・
五
曲
歌
う
事
が
出
来
ま
し
た

が
、
皆
さ
ん
歌
い
足
り
な
か
っ
た
よ
う
で
、

「
あ
の
曲
も
歌
い
た
か
っ
た
な
、
ま
た
行
き

た
い
ね
。」
と
の
声
も
あ
り
、
楽
し
い
時
間

を
過
ご
す
事
が
出
来
ま
し
た
。

　

新
任
職
員
紹
介

　
　
　
　
ケ
ア
ワ
ー
カ
ー　

小
松
㟢　

悠
太

（
平
成
二
十
六
年
四
月
採
用
）

　

私
は
高
校
時
代
に
野
球
や
ラ
グ
ビ
ー
を
や

っ
て
い
た
の
で
、
休
み
の
日
は
体
を
動
か
し

て
い
る
事
が
多
い
で
す
。
地
元
の
草
野
球
チ

ー
ム
に
所
属
し
、
毎
月
の
よ
う
に
試
合
を
し

て
、
気
持
ち
の
良
い
汗
を
か
い
て
い
ま
す
。

　

大
学
で
は
心
理
学
を
学
び
、
精
神
保
健
福

祉
士
と
い
う
資
格
を
取
得
す
る
事
が
出
来
ま

し
た
。
こ
の
資
格
を
生
か
し
こ
れ
か
ら
頑
張

っ
て
い
き
ま
す
。

カ ラ オ ケ ボ ッ ク ス
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合
同
総
合
防
災
訓
練

　

六
月
二
十
日
、
消
防
署
と
防
災
業
者
の
立

会
い
の
も
と
、
慈
翠
舘
・
明
翠
苑
・
華
翠
会

舘
合
同
の
防
災
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

訓
練
は
、『
午
後
一
時
四
十
五
分
、
隣
接

す
る
慈
翠
舘
よ
り
出
火
。
自
動
的
に
作
動
す

る
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
に
て
消
防
署
と
明
翠
苑
に

報
告
が
入
る
。
報
告
を
受
け
、
出
火
場
所
に

近
い
方
か
ら
避
難
誘
導
を
す
る
。』
と
い
う

設
定
で
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
け
が
を
す
る
こ

と
も
な
く
、
無
事
に
避
難
が
出
来
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
職
員
に
よ
る
消
火
と
放
水
訓
練

を
行
い
ま
し
た
。
実
際
に
消
火
器
・
屋
内
消

火
栓
を
使
用
し
、
新
任
職
員
を
中
心
に
初
期

消
火
の
注
意
点
と
大
切
さ
を
学
び
ま
し
た
。

　

最
後
に
総
評
で
、
細
か
い
反
省
点
は
あ
り

ま
し
た
が
、
消
防
署
の
方
か
ら
高
い
評
価
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
評
価
に
慢
心
す
る

こ
と
な
く
、
今
後
も
万
全
の
準
備
を
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

明め
い

翠す
い

苑え
ん

だ
よ
り

石
岡
市
半
の
木
一
一
四
八
一―

一

Ｔ
Ｅ
Ｌ　
〇
二
九
九―

二
三―

九
六
二
〇

　

面
会
時
の
お
願
い

　

暑
さ
が
厳
し
い
季
節
に
な
っ
た
と
共
に
、

食
中
毒
も
多
く
な
る
季
節
に
な
り
ま
し
た
。

　

明
翠
苑
も
食
中
毒
に
は
十
分
に
注
意
し
て

い
ま
す
。
面
会
に
い
ら
し
た
際
、
食
べ
物
を

お
持
ち
に
な
る
こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

そ
の
際
は
直
接
ご
本
人
に
手
渡
さ
ず
に
、
お

手
数
で
す
が
職
員
に
声
を
か
け
て
く
だ
さ
る

よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
生
物
は
お

断
り
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、
日
持

ち
す
る
物
で
も
そ
の
ま
ま
賞
味
期
限
が
過
ぎ

て
し
ま
う
事
や
、
食
中
毒
以
外
に
も
、
お
部

屋
で
横
に
な
り
な
が
ら
食
べ
て
し
ま
い
の
ど

に
つ
ま
ら
せ
る
な
ど
危
険
が
あ
り
ま
す
。

　

ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

避 難 訓 練 　 ベ ッ ト と と も に
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明翠苑ニュース
（6月分）

面　会　　　　　66件　延94名来苑
ショートステイ　　　6名　延41日利用
ボランティア
　理 美 容　　　　１名　１日来苑
　売　　店　　　　１名　２日来苑
　窓 拭 き　　　　８名　１日来苑
研　修
　カウンセリングステップアップ研修
　　　　　　　　　　　　６月16日
　メンタルヘルスケア研修
　　　　　　　　　　６月23・24日

ふぁみりー通信

６月の出来事

６月13日　滴翠苑のレクリエーショ
　ン大会に３名が参加させてもらい
　ました。皆さん大健闘、おつかれ
　さまでした。
６月7・20・29日　ドライブで茨城空
　港へ行きました。飛行機の離陸
　の瞬間を見たりお土産の購入な
　ど、皆さん喜ばれていました。

明翠苑の「日常あ・れ・こ・れ」

ものづくり

　最近では、明翠苑を利用されてい
る方も年々障害が重度化してきまし
た。そんな中で、手先の器用な方が
リハビリになるからと、編み物や工
作などで頑張られています。
　ある方は、自分のお部屋に工作専
用の机を設けました。身近にある広
告用紙などを使い、毎日少しずつ作
品を作り続けています。その作品た
ちは、どれも完成度が高く、また季
節に合った作品のため、玄関や食堂
などに飾らせていただいています。
（下記写真）
　ご本人は、リハビリにと話されま
したが、趣味や楽しみになれば嬉し
く思います。また「ものづくり」に
関わらず、そういった楽しみが一人
でも多く見つけられればと思います。

作 品 の 前 で 　 も の づ く り の 皆 さ ん
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デ
イ
サ
ー
ビ
ス
日
誌

六
月
十
日（
火
）

参加人数　　　８名（男１名　女７名）
送　　迎　　　往き 8:30　帰り 16:00
昼食のメニュー　かき揚げ丼、すまし汁（卵豆腐）
　　　　　　　かぶの味噌煮、胡瓜もみ
機能訓練　　　嚥下体操、リハビリ体操
レクリェーション　学習

　種蒔きから１週間がたちました。
枝豆・とうもろこしの芽が出、枝豆
は10㎝にとうもろこしも５㎝前後に
伸びました。さっそく植え替えです。
植える場所と間隔を利用者に見ても
らい、職員が植えました。もう今か
ら収穫が待ちどおしいです。

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
日
誌

六
月
十
三
日（
金
）

参加人数　　　７名（男０名　女７名）
送　　迎　　　往き 8:30　帰り 16:00
昼食のメニュー　カレーライス、かぶのスープ
　　　　　　　緑和え、ヨーグルト
機能訓練　　　嚥下体操、リハビリ体操
レクリェーション　浪曲、滴翠苑レクリエーション大会

　滴翠苑のレクリエーション大会に利用
者２名が参加しました。ボウリングやだ
るま落し等を楽しまれました。チーム対
抗戦でしたが最下位です。「難しかった
がおもしろかった」と言っていました。
デイに残った皆さんは浪曲を聴き「情景
が浮かんで来る」との感想。午後、入浴
され、ゆっくり過ごされました。

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
日
誌

六
月
三
日（
火
）

参加人数　　　10名（男１名　女９名）
送　　迎　　　往き 8:30　帰り 16:00
昼食のメニュー　御飯、豚肉の生姜焼き
　　　　　　　里芋とツナの煮物、胡瓜の酢の物
機能訓練　　　嚥下体操、リハビリ体操
レクリェーション　野菜作り（苗植・種蒔き）

　デイの花壇に畑を作りました。そ
こに、トマト・キュウリ・ナス・ピ
ーマンの苗を植え、プランターには
枝豆ととうもろこしの種を蒔きまし
た。皆さんはりきって行ってくれま
した。皆さんの笑顔、汗、輝いてい
ました。成長が楽しみです。

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
日
誌

六
月
二
十
一
日（
土
）

参加人数　　　11名（男２名　女９名）
送　　迎　　　往き 8:30　帰り 16:00
昼食のメニュー　御飯、ミンチカツ、五目煮
　　　　　　　みぞれフルーツ
機能訓練　　　嚥下体操、リハビリ体操
レクリェーション　学習、クッキング

　りんご蒸しパンを作りました。り
んごの皮むきやすりおろしは、「これ
は大変だわ」と、久しぶりに包丁を
持って行ってくれました。蒸してい
る間、とても良い香りがして「いい
匂いだね。お腹空いちゃった」の声、
おやつでは、「おいしいりんごの味が
するね」と笑顔で食べられました。

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

華か

翠す
い

会か
い

舘か
ん

だ
よ
り

石
岡
市
半
の
木
一
一
四
八
〇

Ｔ
Ｅ
Ｌ　
〇
二
九
九―

二
三―

八
二
〇
〇滴 翠 苑 レ クリェーション 大 会 で の だるま 落し
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明
翠
苑
居
宅
介
護

支
援
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

石
岡
市
半
の
木
一
一
四
八
一―

一

Ｔ
Ｅ
Ｌ　
〇
二
九
九―

二
三―

九
六
三
四

　

介
護
保
険
の
大
き
な
転
換

　

医
療
法
や
介
護
保
険
法
の
改
正
案
を
一
本

化
し
た
地
域
医
療
・
介
護
総
合
確
保
推
進
法

（
医
療
・
介
護
法
）
が
六
月
十
八
日
に
成
立

し
ま
し
た
。

　

平
成
十
二
年
に
介
護
保
険
制
度
が
ス
タ
ー

ト
し
て
以
来
の
大
き
な
見
直
し
で
す
。
改
正

の
ポ
イ
ン
ト
を
ま
と
め
て
み
ま
し
た
。

　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
へ
の
入
所
が
原
則

要
介
護
３
以
上
の
人
に
限
定
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
重
度
者
の
特
養
へ
の
待
機
期

間
が
短
縮
で
き
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
要
介

護
１
・
２
の
人
が
全
く
入
所
出
来
な
く
な
る

と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、
認
知
症
で
常
時
の

見
守
り
が
必
要
だ
っ
た
り
、
虐
待
の
お
そ
れ

が
あ
る
な
ど
の
「
や
む
を
え
な
い
事
情
」
が

あ
れ
ば
特
例
と
し
て
入
所
が
認
め
ら
れ
る
よ

う
で
す
。

　

ま
た
、
予
防
給
付
（
要
支
援
１
・
２
）
の

訪
問
介
護
と
通
所
介
護
が
介
護
保
険
か
ら
切

り
離
さ
れ
、
市
町
村
事
業
に
移
行
さ
れ
ま
す
。

市
町
村
の
判
断
で
サ
ー
ビ
ス
の
中
身
や
料
金

が
決
め
ら
れ
る
の
で
自
治
体
に
よ
っ
て
違
い

が
出
る
事
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

そ
し
て
、
利
用
料
の
自
己
負
担
率
の
変
更

で
す
。
現
在
の
一
律
一
割
負
担
が
、
年
二
八

〇
万
円
以
上
年
金
収
入
が
あ
る
人
は
二
割
負

担
に
な
り
ま
す
。
個
人
ご
と
の
所
得
で
決
ま

る
の
で
、
夫
と
妻
で
自
己

負
担
率
が
違
う

と
い
っ
た
こ

と
も
あ
り

得
る
わ
け

で
す
。
た

だ
し
月
額

上
限
（
高
額

介
護
サ
ー
ビ
ス
費
）
が
あ
る
の
で
、
全
員
が

二
割
負
担
に
な
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
こ
れ
も
現
行
で
は
一
般
の
課
税
世

帯
で
三
万
七
二
〇
〇
円
と
な
っ
て
い
る
が
、

高
所
得
者
は
四
万
四
四
〇
〇
円
に
引
き
上
げ

ら
れ
る
見
通
し
で
す
。

　

特
養
や
老
健
に
入
所
す
る
場
合
に
か
か
る

食
費
や
部
屋
代
の
低
所
得
者
へ
の
補
助
は
認

定
基
準
が
厳
し
く
な
り
、
預
貯
金
や
遺
族
年

金
・
障
害
年
金
も
収
入
と
み
な
し
て
判
断
さ

れ
る
の
で
、
補
助
が
受
け
ら
れ
な
く
な
る
人

も
出
ま
す
。

　

一
方
で
低
所
得
者
の
保
険
料
の
軽
減
率
は

拡
大
さ
れ
る
事
に
な
り
ま
し
た
が
、
利
用
者

が
増
え
る
中
で
も
介
護
保
険
制
度
が
維
持
で

き
る
よ
う
、
高
齢
者
に
負
担
増
を
求
め
た
り
、

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
条
件
が
厳
し
く
な
り
ま
し

た
。
こ
れ
ら
は
平
成
二
十
七
年
四
月
よ
り
順

次
実
施
さ
れ
ま
す
。

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー　

井
川　

由
美
子　
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養 護 老 人 ホ ー ム　  滴 　 　 翠 　 　 苑
救 　 護 　 施 　 設　  慈 　 　 翠 　 　 舘
特 別 養 護 老 人 ホ ー ム　  明 　 　 翠 　 　 苑
特別養護老人ホームユニット型　  明 　 　 翠 　 　 苑
デイサービスセンター　  華　　翠　　会　　舘
明 翠 苑 居 宅 介 護 支 援 セ ン タ ー

社会福祉法人　滴　翠　会

ご利用をお待ちしています

医 　 療 　 法 　 人 　 高 　 木 　 医 　 院

http://tekisuikai.or.jp/

職員募集中　詳しくはホームページ又は施設へご連絡下さい

《じゃこの和風サラダ》
にんにく風味の香ばしいちりめんじゃこが、食欲をそそるサッパリとしたサラダです。

●材　料（４人分）

　サニーレタス ……………… 1/2株
　油あげ（細切り） …………… １枚
　ちりめんじゃこ …………… 30g
　トマト（さいの目切り） …… 1/2個
　豆腐（さいの目切り） ……… 1/2丁
　　醤油 ……………………… 大１½
　　酢 ………………………… 大１½
　　ごま油 …………………… 大１½
　　白炒りごま ……………… 大１
　にんにく …………………… １片
　サラダ油 …………………… 大３

１人分　エネルギー 185kcal　塩分 1.4g

●作り方

①サニーレタスは食べやすい大きさに手でち
　ぎる。
②油あげはフライパンで乾煎りする。
③フライパンに油、にんにくを入れて弱火で
　熱する。にんにくにかるく色がついたら
　じゃこを加え、カリッとなったらペーパー
　タオルに取り出し、油を切る。
④器に①、②、トマト、豆腐、③を盛り、合
　わせたⒶをかけていただく。

慈翠舘　栄養士　山口由香里　

Ⓐ


